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　　　　　　いつでもお湯を使える電気ポット、

　　　　　とても便利なものですが、実は意外に

多くの電気を使っています。

　では、電気ポットで1年間お湯を保温し続けた

場合に使われる電気の量は、テレビ (100W)を

何時間つけっぱなしにするのと同じくらいの量

でしょう。



第3問の  こたえ
だい      　  もん

くわしい説明　～大人の方向け～

　カタログを参考に、保温にかかる平均電力を35Wとして計算してみましょう。

35W×24 時間×365 日＝約 307kWh
　

　これは、消費電力 100W のテレビを 3,070 時間つけておくのと同じ電力量

です。なお、この場合の電気代は約 8,300 円に上ります。

　必要以上の量を沸かして保温し続けるよりも、必要な量をそのつどヤカンや

電気ポットで沸かすほうが省エネになります。沸かしすぎたときには、魔法瓶

に移し変えておくと良いですね。

　近年では、電気で沸かして魔法瓶で保温するタイプ、あるいは低温で保温す

るために省エネで保温できるタイプも売られていますので、常にお湯が必要な

方は、こういったタイプを選ぶとよいでしょう。

　電気ポットに限らず、炊飯器や貯湯式温水便座など長時間保温する機械は、

知らず知らずのうちに意外と多くの電力を消費してしまいます。

　「強いエネルギーが必要なもの」だけではなく「長時間使い続けるもの」にも

気をつけてください。
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長い時間保温するものには気をつけて！
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